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ABSTRAK 

Rahmania Nur Wijayanti. 2020. Efektivitas Strategi Know Want Learned 

(KWL) dalam Meningkatkan Keterampilan Berbicara Bahasa Jepang Mahasiswa 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta Tahun 

Akademik 2018/2019. 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui efektivitas strategi KWL dalam 

meningkatan keterampilan berbicara mahasiswa Tahun Akademik 2018//2019 

kelas B dalam perkuliahan Kaiwa III  Program Studi Bahasa Jepang UNJ. Dalam 

pembelajaran berbahasa, keterampilan berbicara memegang peranan penting 

dalam penguasaan bahasa. Begitu pula dalam bahasa Jepang. Pemelajar bahasa 

Jepang dikatakan sudah menguasai bahasa Jepang jika mahir berbicara dalam 

bahasa Jepang. Untuk itu diperlukan latihan yang cukup terkait keterampilan 

berbicara dalam perkuliahan Kaiwa. Dalam meningkatkan keterampilan berbicara 

mahasiswa, diperlukan strategi yang memberikan banyak kesempatan mahasiswa 

untuk berbicara, mengungkapkan ide ataupun gagasan secara aktif dalam bahasa 

Jepang. Oleh karena itu, strategi pembelajaran yang menuntut keaktifan 

mahasiswa perlu dikembangkan. Dengan mengembangkan strategi pembelajaran 

yang dapat melibatkan keaktifan  mahasiswa, diharapkan mahasiswa dapat 

melakukan pengalaman belajar yang bermakna dan senantiasa berpikir tentang 

sesuatu yang dapat dilakukannya selama pembelajaran. Stategi yang dapat 

melibatkan mahasiswa secara aktif ini disebut active learning. Salah satu stategi 

active learning yang dapat dijadikan alternatif untuk meningkatkan keterampilan 

berbicara adalah dengan strategi know want learned (KWL)..Metode yang 

digunakan dalam penelitian ini adalah metode eksperimental One-Group Pretest-

Postest Design. Populasi pada penelitian ini adalah mahasiswa Tahun Akademik 

2018/2019 Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta 

dengan sampel penelitian 23 orang mahasiswa Tahun Akademik 2018/2019 kelas 

B yang mengambil kelas Kaiwa III. Instrumen yang digunakan dalam penelitian 

ini adalah tes berupa tes lisan dan non-tes berupa angket pendapat. Berdasarkan 

analisis data penelitian, diperoleh nilai rata-rata (mean) pretest sebesar 68.2 

Kemudian rata-rata (mean) posttest adalah 80.3 Sehingga terdapat selisih nilai 

rata-rata sebesar 12.1 poin. berdasarkan taraf signifikansi 5 % pada derajat 

kebebasan (db) = 21 didapatkan t
tabel

 = 2.07 dan t
hitung

 = 5.42 yang berarti 
t
hitung 

lebih besar dari pada 
t
tabel (

t
hitung > 

t
tabel) sehingga HK diterima dan HO ditolak. 

Hal ini mengindikasikan bahwa strategi Know Want Leared (KWL) terbukti 

efektif dalam meningkatkan keterampilan berbicara bahasa Jepang. 

 

 

Kata Kunci: Strategi KWL, Kaiwa, Keterampilan berbicara 
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日本語を話す能力を高めるための Know Want Learned （KWL）

ストラテジーの使用効果（ジャカルタ国立大学の日本語学科の

２０１８－２０１９学年度の Bクラスの実験研究） 

ジャカルタ国立大学 

ラーマニア・ヌル 

azurelight111@yahoo.co.uk 

概要 

A. はじめに 

言語教育のなかで、話す能力は重要な役名を持っている。日本語教

育も含めて、日本語で話す能力を習得する学習者は日本語を習得する

と考えられる。では、日本語を話す能力ということはどういうことで

しょうか。日本語の発音ができる、日本語の語彙を知っている、日本

語の文法を知っている。それで本当に十分なのでしょうか。会話は話

し手と聞き相手の互のインタラクションからなり、決して一方的な言

語活動ではありません。また、そのインタラクションは何らかの目的
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を果たすために実行されるのである。したがって、日本語を話す能力

ということは日本語を媒介とした言語活動が遂行できる能力であると

定義づけることができるでしょう。学習者を話す能力を高めるため、

会話授業のなかで十分な会話練習や話す機会などが必要となっている。

普通の日本語会話の授業はロールプレイやドラマのメソッドで行って

いる。それぞれのメソッドは学習者を話す能力に影響を与えるが、日

本語学習者を話す能力を高めるための会話の授業に対する使用できる

ストラテジーは多いのである。日本語を話す能力を高めるためには、

学習者に自分の考え方や意見などの話す機会をあげるのが重要である。

Ridwan (2011 : 50) によると、会話の授業で重要なことは、学習者が会

話の活動で自分を表現できることである。豊子(2016:25)によると会話

の活動では上手に会話パタンを使うだけではなく、会話のやり取りの

が大事である。したがって、学習者は積極的で話せる教授法のストラ

テジーを開発する必要がある。このようなストラテジーはアクティブ
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ラーニングということである。アクティブラーニングの具体的なあり

方としては、学習者はグルプで協力して進める作業、調査学習、体験

学習などがあげられる。学習者が主体的に問題に取り組む形を通じて、

何ができるようになったか、という観点で教育成果を評価できるよう

になる。その目標を達するために使用できる方法の一つはKnow Want 

Learned（KWL）というストラテジーである。Rahim (2007:41) によると

Know Want Learned（KWL）ストラテジーというのは学生に読書の目的

を与え、読書の前、最中、読書の後に学生に積極的な行動を提供する

ストラテジである。つまり、Know Want Learned（KWL）というストラ

テジーが使用として授業を行うとクラスの学生全員が積極的で話せる

と思うのでしょう。本研究の目的は二つであり、次のようである。 

1. 会話の授業としてKWLストラテジーの使用効果を知るため

である。 
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2. 日本語を話す能力を高めるためのKWLストラテジーの使用

における学習者の反応を知るためである。 

B. 研究方法 

本研究の方法は実験で、研究のデザインはOne-Group Pretest-

Posttest Design である。本研究の対象はジャカルタ大学の２０１８－

２０１９学年度の学生である。サンプルはジャカルタ大学の２０１８

－２０１９学年度学生のB クラスの23名である。研究手段はテスト

（事前テストと事後のテスト）及びアンケートを用いた。 

C. 研究結果と分析 

1. 前後テスト、アンケートを元にした。 

サンプルは 23名なので、有意義は21で、自由度は５％であり、

ｔ表は 2.07 点のことになる。 
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前後テの計算結果の表 

計算結果  事前テスト  事後テスト 

平均点 68.2 80.3 

標準偏差 8.94 5.57 

標準エッラー 1.9 1.18 

t 数 5.42 

t 数>ｔ表 5.42 > 2.07 

 

その表を見ると、t 数は5.42点で、ｔ表 は2.07点である。ｔ

数はｔ表 より大きいので、Ｈｋが採用されているとなった。と

いうことで、会話の授業における Know Want Learned（KWL）ス

トラテジーの使用は学習者の日本語を話す能力を高めることに

おいて効果的であるという意味である。 

 

2. アンケートの結果の分析である。 

23名の学習者に対するアンケートの調査に基づいて、次の結

果が分かった。 
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a. 87%の学習者が「KWLストラテジーは結構面白い」と答えて

いる。 

b. 91%の学習者が「KWLストラテジーは日本語を話す能力が結

構高まる」と答えている。 

c. 91%の学習者が「KWLストラテジーは日本語を積極的で話せ

られる」と答えている。 

d. 91％の学習者が「KWLストラテジーは話す機会をあげられ

る」と答えている。 

e. 64％の学習者が「KWLストラテジーで日本語で話す自信を

持つことができる」と答えている。 

D. おわりに 

会話の授業に対するKWLストラテジーの使用の流れとしては学習

者はグループに分かれて、ワークシードにある絵を見て、テーマの紹
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介し、ブレーンストーミングを始めた。課題に入る前にブレーンスト

ーミングとして、教師がいくつかの質問をする。学習者はその質問に

意見を出した。そして、学習者はグループでディスカッションで課題

の詳細を予測して、ワークシードのKnow表に書いた。授業の目的から

外れないように、教師は授業の目的に関する質問をしたり、学習者を

指導した。それから、Know表に何を書いたのかはクラス全員で話し合

った。それから、学習者は「何を勉強したいのか」をまたグループで

ディスカッションして、Want表に書いて、またクラス全員で話し合っ

た。Want表に書かれたことは必ずKnow表の内容に関するものである。

そして勉強した後、Learned表に「何を勉強したのか」書いて、また話

し合った。 

前後テストの結果によると、事前テストの平均点は68.2点で、事後

テストの平均点は80.3 点である。それで、事後テストの平均点のほう
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が高いので、KWLストラテジーで学習者を話す能力が上がったことに

なる。 

前後テストの計算結果によると、t 数は5.42点である。23 名のサン

プルで、有意義は21 で、自由度は５％であり、ｔ表 は2.07 点のことに

なる。t 数はｔ表 より大きいので、HKが採用されているとなった。と

いうことで、会話の授業としてKWLストラテジーの使用は学習者の日

本語を話す能力を高めることにおいて効果的であるという意味である。 

最後に、アンケートの結果によると、本研究に関して学習者の意見

である。大半の学習者は会話の授業に対するKWLストラテジーの使用

は面白くて、積極的で日本語を話せられる、日本語で話す自信を高め

ることができて、日本語を話す能力が高めて、会話の授業に使用は適

当だと考えた。でも、残りの学習者にとってはまだ困難で、日本語を

話す能力が高まらなかった。 
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